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ク
リ
ー
ン
・
オ
ー
シ
ャ
ン

・
マ
テ
リ
ア
ル
・
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
（
＝
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｍ
Ａ
、
会

長
・
澤
田
道
隆
花
王
社
長
）

は
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
問
題
の
解
決
に
向
け
て
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定

し
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
容

器
包
装
な
ど
の
プ
ラ
製
品
で

１
０
０
％
リ
サ
イ
ク
ル
（
30

年
で
60
％
）
な
ど
を
目
指

す
。
ま
た
、
30
年
に
は
バ
ー

ジ
ン
プ
ラ
25
％
排
出
抑
制
に

向
け
て
Ｐ
Ｅ
Ｔ
で
１
０
０
％

回
収
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
最
大

化
に
よ
り
有
効
利
用
率
１
０

０
％
を
、
他
の
プ
ラ
で
リ
サ

イ
ク
ル
60
％
を
実
現
す
る
。

さ
ら
に
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
は

２
０
０
万
㌧
導
入
へ
の
貢
献

を
、
プ
ラ
代
替
素
材
は
10
万

㌧
（
50
年
に
は
１
０
０
万

㌧
）
導
入
を
目
指
す
。

　
キ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
は
五
つ

（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
マ
テ
リ
ア

ル
リ
サ
イ
ク
ル
、
ケ
ミ
カ
ル

リ
サ
イ
ク
ル
、
生
分
解
性
プ

ラ
の
開
発
・
利
用
、
紙
・
セ

ル
ロ
ー
ス
の
開
発
・
利
用
）
。

リ
デ
ュ
ー
ス
は
不
必
要
な
プ

ラ
使
用
を
削
減
し
、
容
器
包

装
で
の
バ
ー
ジ
ン
プ
ラ
排
出

を
抑
制
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル

視
点
で
仕
様
を
設
計
し
て
新

素
材
・
構
造
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
に
取
り
組
む
。

　
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル

は
Ｐ
Ｅ
Ｔ
で
有
効
な
回
収
策

の
立
案
・
実
装
な
ど
に
よ
り

水
平
循
環
に
向
け
て
質
の
高

い
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
現
し
、

他
の
プ
ラ
で
は
リ
サ
イ
ク
ル

品
の
付
加
価
値
化
、
利
用
促

進
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り

で
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
向
上
し

単
純
焼
却
と
埋
め
立
て
ゼ
ロ

を
目
指
す
。
モ
ノ
マ
テ
リ
ア

ル
化
の
開
発
と
応
用
、
多
層

フ
ィ
ル
ム
の
分
離
技
術
も
検

討
を
進
め
る
。
ケ
ミ
カ
ル
リ

サ
イ
ク
ル
は
マ
テ
リ
ア
ル
リ

サ
イ
ク
ル
が
難
し
い
際
の
手

法
と
し
て
開
発
・
実
装
を
進

め
、
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク

ル
を
含
め
再
利
用
を
最
大
化

す
る
。
大
規
模
処
理
施
設
と

し
て
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
な
ど
の

活
用
や
ガ
ス
化
、
油
化
に
よ

る
オ
レ
フ
ィ
ン
合
成
な
ど
も

検
討
し
て
い
く
。

　
生
分
解
性
プ
ラ
は
適
切
な

用
途
へ
の
利
用
で
自
然
界
へ

流
出
し
た
際
の
環
境
負
荷
を

低
減
す
る
た
め
、
新
規
用
途

を
含
め
採
用
を
拡
大
す
る
。

紙
・
セ
ル
ロ
ー
ス
は
ワ
ン
ウ

ェ
イ
プ
ラ
排
出
抑
制
の
代
替

素
材
と
し
て
有
効
活
用
し
軟

包
装
・
食
品
容
器
な
ど
へ
の

適
用
や
紙
・
プ
ラ
複
合
素
材

の
普
及
、
複
合
容
器
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
取
り
組
む
。

　
ま
た
、
横
断
テ
ー
マ
と
し

て
プ
ラ
資
源
循
環
を
円
滑
化

で
き
る
分
別
回
収
シ
ス
テ
ム

を
提
案
し
、
廃
棄
物
分
類
と

処
理
コ
ス
ト
の
革
新
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
に
よ
る
効
率
化
、
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
の

可
能
性
も
検
討
す
る
。

　
実
証
テ
ス
ト
と
し
て
洗
口

液
容
器
の
リ
デ
ュ
ー
ス
（
薄

肉
化
、
パ
ウ
チ
化
）
は
21
年

か
ら
、
飲
料
用
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト

ル
の
自
主
回
収
と
ト
イ
レ
タ

リ
ー
軟
包
装
の
マ
テ
リ
ア
ル

リ
サ
イ
ク
ル
は
20
年
か
ら
、

ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
は
21

年
か
ら
、
生
分
解
性
プ
ラ
の

コ
ン
ポ
ス
ト
化
・
バ
イ
オ
ガ

ス
回
収
や
紙
系
複
合
素
材
廃

棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
20
年

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
企
業

や
自
治
体
な
ど
の
協
力
を
得

て
開
始
す
る
計
画
だ
。

　
実
証
テ
ス
ト
を
踏
ま
え
て

制
度
へ
の
要
望
、
社
会
シ
ス

テ
ム
と
し
て
の
提
案
に
取
り

組
み
、
運
営
費
用
の
合
理
的

配
分
の
一
環
と
し
て
新
規
ビ

ジ
ネ
ス
創
出
な
ど
も
検
討
す

る
。
さ
ら
に
海
洋
プ
ラ
ご
み

の
ゼ
ロ
化
に
向
け
た
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
は
政
府
や
各
種
団

体
と
連
携
し
ア
ジ
ア
を
は
じ

め
世
界
へ
も
発
信
す
る
。

　
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｍ
Ａ
は
海
洋
プ
ラ

ご
み
問
題
の
解
決
に
向
け
て

官
民
連
携
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
加
速
す
る
た
め
、
昨
年

１
月
に
設
立
さ
れ
た
。
会
員

数
は
３
０
０
社
・
団
体
を
大

き
く
超
え
て
い
る
。

30
年
、バ
ー
ジ
ン
25
％
抑
制

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定

海
洋
プ
ラ
ご
み
問
題
解
決
へ

2050年にプラ100％再利用
ＣＬＯＭＡ

　
東
洋
紡
は
、
飲
料
用
Ｐ
Ｅ

Ｔ
ボ
ト
ル
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
た
原
料
を
使
用
し
た
フ

ィ
ル
ム
製
品
群
に
商
標
「
Ｂ

ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
　
Ｂ
ｏ
ｔ

ｔ
ｌ
ｅ
ｓ
　
ｔ
ｏ
　
Ｆ
ｉ
ｌ

ｍ
（
Ｂ
Ｂ
２
Ｆ
）」
を
設
定

し
た
。
環
境
配
慮
型
の
高
機

能
フ
ィ
ル
ム
と
し
て
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
を
拡
充
す
る
。
グ
ロ

ー
バ
ル
市
場
へ
積
極
的
に
展

開
し
、
軟
包
装
分
野
で
の
循

環
型
経
済
の
実
現
に
貢
献
す

る
。

　
世
界
的
に
環
境
意
識
が
高

ま
る
な
か
、
消
費
者
に
よ
っ

て
使
用
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
原
料

（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
原
料
）
を
使
っ
た

フ
ィ
ル
ム
製
品
の
需
要
が
増

加
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
東
洋
紡
は
、
12
年

に
業
界
最
高
レ
ベ
ル
の
リ
サ

イ
ク
ル
原
料
使
用
率
80
％

と
、
業
界
最
薄
の
厚
さ
12
㍈

を
実
現
し
た
包
装
用
フ
ィ
ル

東
洋
紡 

「
Ｂ
Ｂ
２
Ｆ
」で
展
開

フ
ィ
ル
ム
製
品
に
商
標

Ｐ　Ｅ　Ｔ
ボトル由来

ム
「
サ
イ
ク
ル
ク
リ
ー
ン
」

を
業
界
に
先
駆
け
て
上
市

し
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
用
ラ
ベ

ル
向
け
な
ど
に
販
売
を
拡
大

し
て
い
る
。

　
今
後
は
薄
肉
タ
イ
プ
の
シ

ュ
リ
ン
ク
（
熱
収
縮
）
フ
ィ

ル
ム
「
ス
ペ
ー
ス
ク
リ
ー

ン
」
や
、
バ
リ
ア
性
に
優
れ

る
透
明
蒸
着
フ
ィ
ル
ム
「
エ

コ
シ
ア
ー
ル
」
に
つ
い
て

も
、
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
に
飲

料
用
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
由
来
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
原
料
だ
け
を
使
用
し

た
新
製
品
を
開
発
し
、
Ｂ
Ｂ

２
Ｆ
の
製
品
群
と
し
て
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
す
る
予
定
。

東
　
　
レ

高
弾
性
炭
素
繊
維
と

樹
脂
ペ
レ
ッ
ト
開
発

　
東
レ
は
、
自
動
車
部
品
な

ど
産
業
用
途
向
け
の
高
弾
性

率
炭
素
繊
維
と
、
こ
れ
を
使

用
し
た
射
出
成
形
加
工
に
最

適
な
樹
脂
ペ
レ
ッ
ト
を
開
発

し
た
。
こ
の
樹
脂
ペ
レ
ッ
ト

を
用
い
る
こ
と
で
、
軽
量
で

あ
り
な
が
ら
複
雑
な
形
状
で

高
剛
性
の
部
品
を
効
率
的
に

製
造
で
き
る
。
環
境
負
荷
低

減
に
貢
献
す
る
軽
量
素
材
と

し
て
幅
広
く
提
案
し
、
３
年

以
内
の
製
品
化
を
目
指
す
。

　
新
規
炭
素
繊
維
は
、
ナ
ノ

メ
ー
ト
ル
レ
ベ
ル
で
の
構
造

制
御
技
術
で
直
径
７
㍈
の
繊

維
１
本
の
内
部
構
造
を
均
一

に
制
御
し
た
も
の
。
引
っ
張

り
強
度
は
４
・
８
㌐

、
弾

性
率
は
３
９
０
㌐

と
、
従

来
の
産
業
用
炭
素
繊
維
「
ト

レ
カ
Ｔ
シ
リ
ー
ズ
」
の
標
準

グ
レ
ー
ド
よ
り
約
70
％
高

い
。
こ
の
炭
素
繊
維
を
使
用

し
た
樹
脂
ペ
レ
ッ
ト
は
、
従

来
の
高
弾
性
率
タ
イ
プ
の
樹

脂
ペ
レ
ッ
ト
に
比
べ
射
出
成

形
後
の
炭
素
繊
維
を
長
く
維

持
す
る
効
果
も
得
ら
れ
る
。

弾
性
率
は
41
㌐

（
比
重
１

・
４
）
と
、
代
表
的
な
軽
量

合
金
で
あ
る
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

合
金
の
45
㌐

（
比
重
１
・

８
）
に
匹
敵
す
る
。

積
水
化
学
が
開
発

体
動
な
ど
検
知
す
る

介
護
用
セ
ン
サ
ー

　
積
水
化
学
工
業
は
、
介
護

向
け
離
床
・
起
き
上
が
り
セ

ン
サ
ー
「
ア
ン
シ
エ
ル
Ｔ

Ｍ
」
＝
写
真
＝
を
開
発
し

た
。
25
日
に
発
売
す
る
。
独

自
開
発
の
高
精
度
圧
電
セ
ン

サ
ー
が
体
動
な
ど
７
項
目
の

動
き
・
状
態
を
検
知
・
解
析

し
、
５
秒
程
度
で
介
護
者
の

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
に
通
知

す
る
。
夜
間
の
一
人
歩
き
な

ど
に
よ
る
要
介
護
者
の
け
が

の
リ
ス
ク
低
減
、
健
康
管
理

に
貢
献
し
、
介
護
者
の
負
担

軽
減
に
も
寄
与
す
る
。

　
ベ
ッ
ド
の
マ
ッ
ト
下
に
設

置
し
て
使
う
。
高
精
度
圧
電

セ
ン
サ
ー
は
ポ
リ
オ
レ
フ
ィ

ン
フ
ォ
ー
ム
と
ア
ル
ミ
の
複

合
シ
ー
ト
で
構
成
。
帯
電
さ

せ
た
ポ
リ
オ
レ
フ
ィ
ン
フ
ォ

ー
ム
に
圧
力
が
か
か
る
と
、

圧
縮
し
た
際
の
わ
ず
か
な
形

状
の
変
化
に
よ
り
電
荷
が
発

生
。
こ
の
電
荷
が
ア
ル
ミ
シ

ー
ト
に
伝
わ
り
、
電
気
信
号

と
し
て
検
知
さ
れ
る
仕
組

み
。
介
護
関
連
商
社
な
ど
を

通
じ
て
介
護
施
設
、
医
療
施

設
に
販
売
。
22
年
度
に
売
上

高
10
億
円
を
目
指
す
。

　
明
治
は
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
問
題
の
解
決
に
向

け
て
プ
ラ
資
源
循
環
に
対
す

る
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
容
器
包

装
に
使
用
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
使
用
量
は
30
年
度
ま
で
に

17
年
度
比
25
％
以
上
の
削
減

を
目
指
す
こ
と
と
し
、
バ
イ

オ
マ
ス
プ
ラ
や
再
生
プ
ラ
の

使
用
も
拡
大
し
て
い
く
。

　
同
社
は
食
品
大
手
と
し
て

政
府
策
定
の
「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
資
源
循
環
戦
略
」
で
定
め

ら
れ
た
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
に

基
づ
い
て
プ
ラ
資
源
循
環
の

取
り
組
み
方
針
を
策
定
し

た
。
こ
れ
に
沿
っ
て
資
源
循

環
の
強
化
に
取
り
組
み
、
海

洋
プ
ラ
問
題
の
解
決
に
貢
献

明
治 

バ
イ
オ
プ
ラ
使
用
拡
大

容
器
包
装
プ
ラ
25
％
削
減

す
る
。
策
定
し
た
方
針
と
し

て
、
リ
デ
ュ
ー
ス
で
は
30
年

度
ま
で
に
ワ
ン
ウ
ェ
ー
プ
ラ

容
器
包
装
の
プ
ラ
使
用
量
を

17
年
度
比
25
％
（
７
７
０
０

㌧
）
以
上
削
減
す
る
。
そ
の

一
環
と
し
て
ヨ
ー
グ
ル
ト
の

Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
容
器
の
軽
量

化
な
ど
に
取
り
組
む
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
や
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

使
用
拡
大
も
推
進
す
る
。
具

体
例
と
し
て
樹
脂
製
ス
ト
ロ

ー
（
年
間
約
６
億
本
）
に
バ

イ
オ
マ
ス
プ
ラ
を
20
年
度
か

ら
順
次
配
合
し
て
い
く
。
ま

た
、
プ
ラ
容
器
包
装
に
も
バ

イ
オ
マ
ス
プ
ラ
や
再
生
プ
ラ

を
配
合
す
る
べ
く
検
討
を
進

め
る
。

　
さ
ら
に
30
年
度
ま
で
に
は

商
品
の
保
管
や
輸
送
の
際
に

使
用
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

器
具
（
パ
レ
ッ
ト
、
ク
レ
ー

ト
、
ス
ト
レ
ッ
チ
フ
ィ
ル
ム

な
ど
）
を
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ

イ
ク
ル
し
、
１
０
０
％
有
効

利
用
を
目
指
す
。

米
国
事
業
展
開
を
加
速

日
本
ゼ
オ
ン 

ベ
ン
チ
ャ
ー
と
協
業
創
出

メディカル分野
　
日
本
ゼ
オ
ン
は
、
高
機
能
材
料
事
業
部
門
の
米
国
で
の
事
業
展
開
を
加
速
す
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
現

地
の
医
療
系
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
協
業
す
る
な
ど
し
て
メ
デ
ィ
カ
ル
分
野
を
伸
ば
す
。
液
晶
パ
ネ
ル
用
光
学
フ

ィ
ル
ム
な
ど
同
部
門
の
取
り
扱
い
品
目
は
ア
ジ
ア
向
け
が
多
い
な
か
、
米
国
比
率
を
高
め
る
こ
と
で
同
事

業
部
門
の
収
益
基
盤
を
一
層
強
固
に
す
る
。

　
同
社
の
米
国
事
業
は
エ
ラ

ス
ト
マ
ー
素
材
事
業
部
門
が

代
表
格
。
テ
キ
サ
ス
州
な
ど

３
カ
所
で
水
素
化
ニ
ト
リ
ル

ゴ
ム
を
は
じ
め
と
し
た
特
殊

合
成
ゴ
ム
工
場
を
運
営
し
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
高
機

能
材
料
事
業
部
門
は
日
本
か

ら
の
輸
出
で
現
地
の
需
要
に

対
応
。
現
在
は
シ
ク
ロ
オ
レ

フ
ィ
ン
ポ
リ
マ
ー
（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
）
の
メ
デ
ィ
カ
ル
グ
レ
ー

ド
や
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
向
け
バ
イ
ン
ダ
ー
と
い
っ

た
電
池
材
料
を
中
心
に
販

売
。
17
年
に
は
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
に
販
売
拠
点
を
開
設

し
、
収
益
力
強
化
に
本
腰
を

入
れ
て
い
る
。

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
一
つ
が
メ

デ
ィ
カ
ル
分
野
。
今
年
４

月
、
完
全
子
会
社
の
ゼ
オ
ン

メ
デ
ィ
カ
ル
は
医
療
機
器
分

野
の
投
資
に
特
化
し
た
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
運
営

す
る
フ
ァ
ン
ド
「
Ｍ
Ｐ
Ｉ
―

２
号
」
に
出
資
し
た
。
同
子

会
社
は
胆
石
除
去
用
バ
ル
ー

ン
カ
テ
ー
テ
ル
な
ど
の
医
療

機
器
に
強
み
を
持
つ
。
フ
ァ

ン
ド
を
通
じ
て
医
療
系
ベ
ン

チ
ャ
ー
と
組
む
な
ど
し
て
、

医
療
機
器
製
品
の
拡
販
と
と

も
に
、
と
り
わ
け
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
を
創
出
し
た
い
考
え

だ
。

　
ま
た
、
主
力
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
で

も
既
に
現
地
の
学
会
や
米
食

品
医
薬
品
局
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
を

相
手
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
な

ど
そ
の
性
能
を
ア
ピ
ー
ル
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
の
メ
デ
ィ
カ
ル
グ
レ

ー
ド
は
プ
レ
フ
ィ
ル
ド
シ
リ

ン
ジ
な
ど
医
療
機
器
に
使
わ

れ
て
お
り
、
そ
の
安
全
性
な

ど
か
ら
世
界
で
伸
び
て
お

り
、
今
後
、
米
国
で
も
拡
販

を
狙
う
。

　
高
機
能
材
料
事
業
部
門
の

19
年
度
業
績
は
売
上
高
が
前

年
比
８
％
増
の
９
１
７
億

円
、
営
業
利
益
が
７
％
増
の

１
７
３
億
円
と
な
り
、
い
ず

れ
も
過
去
最
高
を
記
録
し

た
。
同
部
門
の
主
力
製
品
で

あ
る
光
学
フ
ィ
ル
ム
や
光
学

用
・
医
療
用
Ｃ
Ｏ
Ｐ
、
電
池

材
料
は
ユ
ー
ザ
ー
が
ア
ジ
ア

に
集
中
。
そ
の
た
め
、
同
部

門
の
収
益
に
占
め
る
米
国
比

率
は
小
さ
い
。
た
だ
、
伸
び

し
ろ
は
大
き
く
、
ま
ず
は
メ

デ
ィ
カ
ル
分
野
を
中
心
に
事

業
拡
大
の
機
会
を
捉
え
、
同

部
門
全
体
の
成
長
に
つ
な
げ

て
い
く
。

位
相
差
フ
ィ
ル
ム

敦
賀
で
６
月
稼
働

　
日
本
ゼ
オ
ン
は
、
子
会
社

オ
プ
テ
ス
・
北
陸
工
場
敦
賀

製
造
所
（
福
井
県
敦
賀
市
）

で
大
型
テ
レ
ビ
用
位
相
差
フ

ィ
ル
ム
「
ゼ
オ
ノ
ア
フ
ィ
ル

ム
」
の
生
産
を
６
月
ま
で
に

始
め
る
計
画
だ
。
生
産
ラ
イ

ン
の
設
置
は
既
に
完
了
し
て

お
り
、
１
月
に
は
竣
工
式
を

開
催
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で

当
初
予
定
か
ら
約
２
カ
月
遅

れ
の
稼
働
開
始
と
な
る
。

　
同
子
会
社
は
氷
見
製
造
所

（
富
山
県
氷
見
市
）
に
続
く

生
産
拠
点
と
し
て
敦
賀
製
造

所
に
テ
レ
ビ
用
位
相
差
フ
ィ

ル
ム
の
生
産
ラ
イ
ン
を
設
け

た
。
生
産
能
力
は
年
産
５
千

万
平
方
㍍
で
、
世
界
最
大
幅

と
な
る
２
５
０
０
㍉
㍍
幅
の

位
相
差
フ
ィ
ル
ム
を
生
産
で

き
る
こ
と
が
特
徴
。
両
製
造

所
合
計
の
位
相
差
フ
ィ
ル
ム

の
生
産
能
力
は
従
来
比
４
割

以
上
増
の
１
万
６
９
０
０
万

平
方
㍍
と
な
っ
た
。

　
日
本
ゼ
オ
ン
は
原
料
Ｃ
Ｏ

Ｐ
か
ら
位
相
差
フ
ィ
ル
ム
ま

で
の
一
貫
生
産
体
制
を
敷

く
。「
ゼ
オ
ノ
ア
フ
ィ
ル

ム
」
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
に
基
づ
く
高

い
光
学
特
性
と
優
れ
た
寸
法

安
定
性
を
有
し
、
高
精
細
な

映
像
を
表
示
で
き
る
大
型
液

晶
テ
レ
ビ
向
け
に
需
要
を
伸

ば
し
て
い
る
。
ユ
ー
ザ
ー
が

集
中
す
る
東
ア
ジ
ア
で
は
経

済
活
動
が
徐
々
に
再
開
す
る

な
か
、
日
本
ゼ
オ
ン
は
増
産

で
需
要
増
を
取
り
込
む
。

Ａ
Ｇ
Ｃ
子
会
社

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

中
間
体
製
造
を
受
託

　
Ａ
Ｇ
Ｃ
の
Ｃ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
医

薬
品
受
託
開
発
製
造
）
事
業

子
会
社
の
Ａ
Ｇ
Ｃ
バ
イ
オ
ロ

ジ
ク
ス
は
、
タ
カ
ラ
バ
イ
オ

か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

向
け
Ｄ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
中
間

体
の
製
造
を
受
託
し
た
。

　
同
ワ
ク
チ
ン
は
、
大
阪
大

学
と
バ
イ
オ
製
薬
企
業
の
ア

ン
ジ
ェ
ス
が
持
つ
Ｄ
Ｎ
Ａ
プ

ラ
ス
ミ
ド
製
品
の
開
発
実
績

を
も
と
に
開
発
さ
れ
、
タ
カ

ラ
バ
イ
オ
が
そ
の
製
造
を
担

っ
て
い
る
。
今
年
夏
ご
ろ
の

臨
床
試
験
開
始
を
目
指
し
開

発
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

　
Ａ
Ｇ
Ｃ
バ
イ
オ
ロ
ジ
ク
ス

は
日
米
欧
に
製
造
拠
点
を
有

し
、
プ
ロ
セ
ス
開
発
や
ス
ケ

ー
ル
ア
ッ
プ
、
治
験
段
階
か

ら
商
用
医
薬
品
原
薬
の
製
造

に
至
る
さ
ま
ざ
ま
な
高
付
加

価
値
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
る
。
数
十
年
に
わ
た
る
Ｃ

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
実
績
や
、
グ
ロ
ー

バ
ル
に
統
一
さ
れ
た
高
水
準

の
品
質
・
サ
ー
ビ
ス
力
な
ど

が
評
価
さ
れ
、
今
回
、
製
造

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
選
定
さ

れ
た
。

　
Ｄ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
は
、
対

象
と
す
る
病
原
体
の
タ
ン
パ

ク
質
を
コ
ー
ド
す
る
プ
ラ
ス

ミ
ド
Ｄ
Ｎ
Ａ
（
環
状
Ｄ
Ｎ

Ａ
）
を
接
種
す
る
こ
と
で
、

病
原
体
タ
ン
パ
ク
質
を
体
内

で
生
産
し
、
免
疫
を
付
与
す

る
。
弱
毒
化
ワ
ク
チ
ン
と
は

異
な
り
病
原
性
を
全
く
持
た

な
い
た
め
安
全
で
、
か
つ
短

期
間
で
製
造
で
き
る
と
い
う

利
点
が
あ
る
。

　
東
ソ
ー
は
、
自
社
の
全
自

動
化
学
発
光
酵
素
免
疫
測
定

装
置
「
Ａ
Ｉ
Ａ
―
Ｃ
Ｌ
」
シ

リ
ー
ズ
向
け
の
専
用
試
薬
と

し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
対
す
る
ウ
イ
ル
ス
抗
体

検
出
用
の
検
査
試
薬
の
開
発

に
着
手
し
た
。

　
同
社
の
免
疫
測
定
検
査
試

薬
の
特
徴
で
あ
る
モ
ノ
テ
ス

ト
と
凍
結
乾
燥
技
術
を
ベ
ー

ス
に
迅
速
で
高
感
度
な
検
査

試
薬
の
開
発
を
進
め
る
方

針
。
全
自
動
測
定
装
置
と
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
簡
便

で
ハ
イ
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
な
測

定
環
境
の
提
供
を
目
指
す
。

　
同
試
薬
の
開
発
は
、
国
立

研
究
開
発
法
人
日
本
医
療
研

究
開
発
機
構
（
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
）

東
ソ
ー 

横
浜
市
大
、関
東
化
学
と

抗
体
検
出
試
薬
開
発
へ

新型コロナ

の
令
和
２
年
度
ウ
イ
ル
ス
等

感
染
症
対
策
技
術
開
発
事
業

の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ

る
。
横
浜
市
立
大
学
大
学
院

医
学
群
微
生
物
学
の
梁
明
秀

教
授
を
中
心
と
す
る
研
究
グ

ル
ー
プ
の
研
究
成
果
で
あ
る

抗
ウ
イ
ル
ス
抗
体
検
出
方
法

を
基
に
、
東
ソ
ー
と
横
浜
市

立
大
学
、
関
東
化
学
の
３
者

が
協
働
で
実
施
す
る
。

　
東
ソ
ー
は
独
自
の
モ
ノ
テ

ス
ト
カ
ッ
プ
を
特
徴
と
す
る

全
自
動
イ
ム
ノ
ア
ッ
セ
イ
検

査
シ
ス
テ
ム
を
展
開
し
、
こ

れ
ま
で
に
60
を
超
え
る
検
査

項
目
の
測
定
試
薬
を
開
発
し

て
き
た
。

　
一
方
、
東
ソ
ー
は
遺
伝
子

検
査
法
の
一
種
で
あ
る
Ｔ
Ｒ

Ｃ
法
を
用
い
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
検
査
キ
ッ
ト
の
開

発
に
つ
い
て
も
、
体
外
診
断

用
医
薬
品
と
し
て
の
上
市
を

目
指
し
、
取
り
組
み
を
加
速

す
る
。

　
Ｊ
Ｓ
Ｒ
と
東
京
大
学
大
学

院
理
学
系
研
究
科
物
理
学
専

攻
は
包
括
連
携
に
合
意
し
、

４
月
１
日
か
ら
共
同
研
究
を

開
始
し
た
。
東
大
理
物
は
包

括
連
携
を
通
し
て
社
会
に
浸

透
し
た
各
材
料
の
機
能
の
理

解
を
深
め
、
普
遍
的
真
理
と

新
た
な
学
問
領
域
を
見
出

す
。
Ｊ
Ｓ
Ｒ
は
ア
カ
デ
ミ
ア

と
の
融
合
で
新
た
な
高
機
能

材
料
を
社
会
に
導
出
す
る
。

包
括
連
携
は
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ

プ
も
含
み
、
東
大
理
物
、
Ｊ

Ｓ
Ｒ
と
も
に
初
の
試
み
と
な

る
。

　
両
者
は
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス

理
学
部
１
号
館
に
協
創
オ
フ

ィ
ス
「
Ｊ
Ｓ
Ｒ
・
東
京
大
学

協
創
拠
点
Ｃ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
」
を

設
置
し
共
同
研
究
す
る
。
Ｃ

Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
は
２
度
の
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
受
賞
し
た
マ
リ
ー
・

キ
ュ
ー
リ
ー
氏
か
ら
命
名

し
、
研
究
開
発
に
重
要
な
好

奇
心
、
知
性
、
感
性
の
意
味

も
包
含
し
た
。
化
学
を
ベ
ー

ス
と
し
た
実
学
と
物
理
学
の

Ｊ
Ｓ
Ｒ 

新
規
高
機
能
材
料
で

東
大
理
物
と
包
括
連
携

融
合
を
目
指
し
共
同
研
究
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
博
士

課
程
学
生
を
対
象
に
給
付
型

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
「
Ｊ
Ｓ
Ｒ

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
」
を
創
設

し
、
幅
広
い
物
理
学
を
通
し

て
学
術
界
、
産
業
界
を
発
展

さ
せ
る
人
材
を
支
援
す
る
。

　
包
括
連
携
で
Ｊ
Ｓ
Ｒ
は
製

品
の
機
能
発
現
原
理
を
深
く

理
解
し
、
物
理
と
化
学
を
融

合
し
た
高
い
差
別
化
性
能
を

有
す
る
製
品
を
開
発
す
る
。

東
大
理
物
は
連
携
に
よ
り
多

様
な
現
象
の
探
究
と
物
理
的

視
点
に
立
っ
た
学
理
追
求
を

行
い
、
次
世
代
の
科
学
と
応

用
の
基
盤
と
な
る
成
果
を
世

界
に
発
信
す
る
。

　
Ｊ
Ｓ
Ｒ
の
川
橋
信
夫
社
長

兼
Ｃ
Ｏ
Ｏ
兼
Ｃ
Ｔ
Ｏ
は
「
研

究
開
発
で
さ
ま
ざ
ま
な
協
業

を
推
進
す
る
な
か
、
一
層
の

性
能
向
上
に
は
自
然
科
学
に

基
づ
い
た
原
理
原
則
を
理
解

す
る
必
要
性
を
認
識
し
て
い

た
。
東
大
理
物
は
世
界
で
も

最
大
規
模
の
物
理
学
研
究
の

拠
点
。
当
社
製
品
の
機
能
を

飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
る
サ
イ

エ
ン
ス
を
と
も
に
構
築
で
き

る
最
適
な
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
。

化
学
と
物
理
と
い
う
未
来
志

向
の
包
括
連
携
と
な
り
、
当

社
の
企
業
理
念
の
マ
テ
リ
ア

ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
高

性
能
な
製
品
を
社
会
実
装

し
、
Ｊ
Ｓ
Ｒ
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ

プ
で
将
来
の
日
本
の
産
業
界

を
発
展
さ
せ
る
人
材
も
育
成

し
て
い
く
」
と
コ
メ
ン
ト
し

た
。


